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国

語 

・論文の要旨をつかんで簡潔にまとめ伝える。 
・それぞれが調べたことを，各自自分の言葉でまとめてそれを共有するようにした。自分だけが分かれば良いわけではなく，

みんなも要点が把握できるようにする必要があったのでそれを意識した。この要約作業には国語の力が役立ったと思う。   
・国語の授業で自分たちの意見を考えるような議論の授業が多かったため，議論をする際に敵ではなく仲間として円滑に，か

つ着実に議論を進めるための注意事項やコツが国語の授業で習ったことが基となった。 
・少し難しい本や文章量のあるサイトの中から探究に役立てられそうなことを抽出し，調べ学習の時短につなげることができ

た。 
・模試で出てきた問題が AI に関連していて新しい捉え方を与えてくれた。 

地

歴 

・トランスジェンダー選手に対する各国世論を調べたとき，資本主義国家と共産主義国家での価値観の違いがみられた。 
・台湾については歴史についても多く調べた。その国の国民性や政治構造などは歴史がかかわっていることが多いのではと考

えたからだ。実際中国との複雑な関係性が大きく反映されており，重要な考察材料であったと考えている。 
・世界の地理的条件・歴史的背景が遺伝子組み換え技術の普及の原因の考察に役立った。 
・安楽死制度が行われている国ではどのような共通点があり，行われていないところと何がちがうのか探すために地理でまな

んだ宗教的価値観や医療福祉制度がどの程度すすめられているのかなどを使いました。 
・戦前の女性の地位の低さ，日本国憲法制定までの流れ  
・一次世界大戦から現在に至るまでの世界の対立関係や思想を知ることでなぜ戦争は起きたのか，技術は政府とどのように関

わってきたのかなどを深く知ることが出来た。 
・世界史や日本史での学習をもとに，今までの戦争における技術のあり方を考察した。 
・世界史の授業で，ある原子爆弾の開発者の「研究者としての好奇心が勝って誰も開発を中止できなかった」という発言を扱

ったとき，倫理観を伴わない技術が発展していくことのリスクを考え始める機会になった。 

公

民 

・憲法の違憲性の判断方法なども重要な考察材料だったため，統治行為論などについても新たに学び直した。   
・日本国憲法が研究中に多く登場した。また，日本の政治や海外の政治，過去の裁判の事例，人々の権利などが研究を進める

うえでとても重要だった。 
・自分たちのテーマが憲法や政治の面に触れるものだったのでその知識を生かすことができた。 
・過去のプライバシー権の裁判のことやその他の権利への予備知識は大いに役立った。   
・倫理の科目で，性の決まりに関する国際的な動きなどが理解できた 
・安楽死について考えるにあたって，憲法（自己決定・幸福追求権など），日本の政治体制，他国の宗教事情なども観点とし

て考えたので，歴史や公民の知識はとても役に立った。インターネットで調べれば出てくることかもしれないが，宗教観など

はあらかじめ知っておくことでニュースを理解しやすく，解釈するときに助かった。 
・公民の資料集に乗っていた安楽死についてのコラム 
・「死」のとらえ方や向き合い方について，調べてもうまくまとまった資料などは見つけづらいけれど，特定の宗教における

死生観や死に関してこのような考え方をした思想家がいた，といった話を積極的に持ち出すことができた。 
・動物を利用した再生医療や生命倫理の法律，クローンとはなんなのかがペットクローンの規制を調べるにあたってとても役

に立った。 
・頭部移植を考える側面の一つとしてアイデンティティの観点を取り入れたことです。頭部移植についてまだよく知らなかっ

た時から，倫理で学んだエリクソンの思想を思い出し，この技術においては「他人からどう知覚されるか」が大事なのではと

発想することが出来ました。 
・プライバシー権については政治経済の授業との関連が大きかったのでそこで学んだことをさらに深める形で調べたこともあ

った。（宴のあと事件や，三菱樹脂事件など） 

数

学 

・化石燃料の可採年数の計算や消費電力量，発電量の計算のとき。 
・データの読み取り方 
・統計資料，データの見方  
・論理構造を説明するのに数学の集合という考え方は便利であると感じた。仮説を立てるのは国語力だと思う。それを数学の

考え方を使って裏付けをするとロジカルな議論ができると思う。 

理

科 

・生物や地理とつながりの深い分野であるため，もちろんそれらの教科は役に立った。 
・遺伝子組換えの定義や安全性，技術・研究の内容の理解に役立った。 
・理科の主に生物の学びが，スポーツ大会でのホルモン値による階級や，なぜジェンダーなどがうまれるのかに繋がった。 
・デザイナーベビーの話や遺伝子組み換えの時の生物の知識が理解の手助けになった。 
・数学・理科はテストステロン値の換算をする際に役立った。 
・生物基礎のおかげで，生物学的に分けられない性を観点にあげ，どういうものなのかイメージが持てた。 
・生物基礎でゲノムや遺伝子に関する基本的な内容を学んでいたことが，ゲノム編集の技術を理解するのに役に立った。   
・もともとゲノム編集された子供と学校教育というテーマが出発点なので意外と理科を出発点としている。意外と理系教育

（STEAM 教育）も絡んでくるテーマなので理系科目を扱うことはいろいろと大切になってくる。  
・人と AI の違い（思考の違いなど）を考える際に生物で習ってきたことなども含めて考えることで，理想的ではなく，現実的

な考え方をすることが出来た。 

英

語 

・自分の意見を共有するという授業をかなりたくさん行っていて役割分担などもコミュニケーション英語で行っていたので，

議論の際に役立った。 
・コミュニケーション英語で，このテーマの具体例ともいえる話題を扱ったことがあった。また，日本語での情報が少なく，

翻訳に頼りながらも英語のホームページや論文を読んだりした。 このテーマを議論する中でどんどんスポーツのおおもとに

遡っていったのでそこで歴史や，スポーツと政治，国家などとの関係を考えたりした。 
・英語の発表，レポートで要点をまとめ小さな枠に伝えたいことなどをまとめることが去年と比べてできるようになったと思

う。 
・英語の文献を読むとき，デザイナーベビーの話や遺伝子組み換えの時の生物の知識が理解の手助けになった。 
・私が行った調査（海外のトランスジェンダー女性選手やテストステロン値についての調査）では，十分な情報を得るため海

外の英語で書かれたサイトや論文を参考にすることが多く，その際に学校の英語教育の中で得た，英語を読んで内容を理解す

表 3� 役に立った教科の理由 
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る力が役立った。具体的には，短い時間で全文を訳するのは大ኚなのでまࡎ英語の全文を翻訳サイトに入力して，ኚな日本

語に翻訳されて内容がわからない時は英文を見て自分で訳していた。また，グ事や論文のタイトルやᗎ論を読んで論旨を㏿

く理解する時にも読む力が役立った。 
・BBC など，英語のグ事で௦理出産の事例について書かれているものがあったため，読むときに少し役立った。   
・コミュ英の授業で安楽死と自ẅᖝ助について学習したのが言葉の定義に役立った。  

ⱁ

術 

・ⱁ術は࣡ࣃポやポスターの作ᡂ時に見やすくするのに役立ちました。 
・実際に授業をཷけたことのあるど点から，「この教科ではどのようなところが AI で௦行できるだろうか」と多ゅ的に考える

ことが出来た。 
・ⱁ術，ಖ体育，ㄢ題研究では一ᴫにものを教えるだけではᡂ立しない，生ᚐに考えさࡏる科目のᏑ在のㄆ識。学校教育と

は何かという問いにまつわる᥀りୗげができた。  

ಖ



体

育 

・生物学的な性ᕪによる➽力量・㌟体⬟力ᕪ・㦵ᐦ度の違い。   
・体育の授業でඛ生がṇ規のルールではなく，それを少しᨵኚしたルールを作ってくださることが多くありました。このとき，

私自㌟がそのスポーツを経㦂したことがなくても仲間と楽しむことができ，これが仲間と楽しむ面でのスポーツであること

を実感出来ました。こうしたスポーツの在り方も㋃まえて，スポーツの意義を考察することができました。 
・ど点・観点を出すときに，ಖの授業で DSD を有する選手(ࢭメンࣖ選手)について学んだことをもとにして「生物的な性」

という観点を見つけられたこと。 
・㝣ୖ・ỈὋ➇技の特ᚩをもとに基‽を考えるという話になる際に，㛗㊥㞳に必要な⬟力など体育での実体㦂・知識が参考に

なった。 
・ಖ体育で学んだリビン࢘ࢢィルカーࢻなど死に関する情報   
・人ᕤዷፎ中⤯の現≧についてヲしくやっていたので，それがそのままୗ地となって議論しやすかった。自己決定権➼権利に

ついて考えるときの基礎となりました。 
・ẕ体ಖㆤ法などの研究に関連しそうな法律があることを知っていたのでどのような観点があるかの見ᙜがついた。 
・体育やㄢ題研究でᇵった༠調生と積極性が一␒役に立っている。 

家

ᗞ 

・日本国憲法と女性の地位☜立（憲法㸰㸲条の制定） 
・授業で習った SDG㹱に関することや国際的な問題などが研究テーマを考えるときや研究を進めていくうえで役立った。家ᗞ

科は現在の≧ἣととても関りがあるので研究テーマの意義にとてもよく⤖びつくㄢ題をᥦ供してくれた。 
・一⯡的の人々の意見などを扱う点で，⎔ቃ問題やඣ❺ປാに関する世論，イメージを得る方法などにおいてఝていると感じ

た。 
・家ᗞ科でもಶ人やࢳームで発表する場面があるのでその経㦂が今ᅇの作業をだいࡪスムーࢬにしたと思う。 
・ゲノム編集㣗ရが㣗༟に୪ࡪことの，ᗣや経済におけるメリットについて考えるうえで役立った。 
・人権について（女性・㈋ᅔ・ປാなど）の基礎知識を㌟につけられたことが，権利について考えるときの基本ጼໃになった

と思う。 
・アニマル࢘ェルࣇェアについての知識が，ゲノム編集の動物について考えていくときに役立った 
・家ᗞ科の例えば SDG㹱の取り組みなどを考えて，⎔ቃやാく人のことを考えることが出来た。 

情

報 

・ポスターを作る際には，1 年生のころに情報で࣡ࣃーポイントの使い方を基本に立ち㏉って教えていただけたことで，知ら

なかった機⬟なども知れてより作りやすくなった。 
・Excel でࢢラࣇを作った時に情報は役立った。 
・情報は作業の中で，まとまったものを PC にまとめるという作業のなかで習った内容が生かされました。私たちの⌜で言う

ならば，࣡ࣃポやポスターの作〇は共有してྠ時編集できるようにしていたのですが，情報での知識がなければຠ⋡よく作業

が進められなかったと思います。 
・データの大切さや，情報リテラシーを学んだことで，情報集に役立った。わからないことは，しっかり調査しようという

ጼໃとか。㉁問者に㸿㹇にとってかわられない授業とは何かと⪺かれて，議論の中ではおⲔ㧗の授業は㸿㹇にまかࡏたくない

という意見が多く，これについて考えるなら，かの教科の経㦂が役に立ちそう。   
・情報の授業やㄢ題研究でᇵった情報をྫྷする力は必㡲だった。 
・SNS の使い方 
・ⴭ作権関係，どのような形ᘧで参考文献や用いた資料を説明するか。 
・情報やㄢ題研究でᇵった論文やᅗ書㤋資料を᳨⣴する⬟力をάかすことができた 
・情報の授業でネットリテラシーを学んでいたことが，SNS やその他情報の扱いに関する裁判の判断基‽を考えることに役立

った。 
・Word や PowerPoint，Google  情報の扱い方，ࢢンࣆの使用方法，タイࣈライࢻ
・「情報」の分野からは，文Ꮠ通りですが情報を体系立てて⪺き手にわかりやすくまとめる技術を生かࡏました。アンケート

の情報を，いかに公ᖹ性をಖちつつど覚的・感覚的に理解しやすく表や解説をまとめるか考え，ᕤኵすることが出来ました。 

ㄢ

題

研

究 

・ㄢ題研究で話し合いをした経㦂をάかして，話し合いがスムーࢬに進んだ。 
・ポスター制作，方向性の決め方，調査の分担 
・問いを深めていくときにல⣽な部分にも問をもつことで話をᗈげることができた 
・ㄢ題研究で㸰年の時にẼೃኚ動対⟇について，主にඛ進国と㏵ୖ国の㈐௵のᕪ␗があるかについて研究した。そのときの知

識や，資※エネルࢠーᗇの資料がヲしい，など経㦂で知っていたこと，地理的な資※の場ᡤなどの知識が役立った。 
・ㄢ題研究はやはり大きく，事前調査や分担，ポスター作りの際の情報のᩚ理や組み立てなど多ᒱにわたり役立てることが出

来ました。 
・プレࢮンテーションやポスター発表など発表し，┦手に伝える力，また┦手からの㉁問に対してしっかり対ᛂする力を⥲合

で生かすことができた。またポスター作〇もㄢ題研究で行ったおかげで短時間で作ᡂすることができた。 
・情報やㄢ題研究でポスターをまとめる際，文Ꮠの⨶ิではなく，ど覚的にわかりやすいᅗ表を多く用いるようにした。また，

㈞り付けられる参考文献としてのᅗ表が見つからないときにも，自分㐩でエクࢭルでᅗ表化しようという動きもあり，ㄢ題研

究や情報の授業でᇵってきたものがάかされていると感じた。 
・ㄢ題研究でポスターを作ᡂしていたことが，発表‽備に役立った。一度経㦂しているとやりやすさが違った。 
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� 2点目は，本授業の探究ά動の過程において，各教科の学習内容の利用が次➨にᗈがるഴ向を見てとれた。

本授業に役立った教科として理科をあげた生ᚐは多いが，ㄢ題のタ定ẁ階でのグ㏙が多かった。たとえば，

「生物学的に分けられない性を観点にあげ，どういうものなのかイメージが持てた」「人と AI の違い（思考

の違いなど）を考える際に生物で習ってきたことなども含めて考えることで，理想的ではなく，現実的な考

え方をすることが出来た」とテーマから観点やど点を見出すために理科をά用したというグ㏙である。また，

ಖ体育では「体育の授業でඛ生がṇ規のルールではなく，それを少しᨵኚしたルールを作ってくださるこ

とが多くありました。このとき，私自㌟がそのスポーツを経㦂したことがなくても仲間と楽しむことができ，

これが仲間と楽しむ面でのスポーツであることを実感出来ました。こうしたスポーツの在り方も㋃まえて，

スポーツの意義を考察することができました」などテーマをさらに深めるにあたり経㦂から考察に᪼⳹さࡏ

ている事例もあった。家ᗞも「授業で習った SDGs に関することや国際的な問題などが研究テーマを考える

ときや研究を進めていくうえで役立った」「アニマル࢘ェルࣇェアについての知識が，ゲノム編集の動物につ

いて考えていくときに役立った」などテーマタ定の方向性やテーマ内容の深᥀りの知識の一助になっていた。

それに対して，地歴公民では「世界の地理的条件・歴史的背景が遺伝子組み換え技術の普及の原因の考察に

役立った」「台湾については歴史についても多く調べた。その国の国民性や政治構造などは歴史がかかわって

いることが多いのではと考えたからだ。実際中国との複雑な関係性が大きく反映されており，重要な考察材

料であった」「憲法の違憲性の判断方法なども重要な考察材料」など，本授業で調べた内容をྫྷや解ᯒ，考

察をするにあたりその教科においての考え方を大いにά用していることが見ཷけられ，研究をまとめる際に

♫会との関連付けを行う際に役立ったと感じていることが❚えた。 

� 3 点目は各教科の学習が本授業の全体としてά用されている事例や，教科の学習自体に⥲合的な学びや知

の統合がみられる内容である。国語では「各自自分の言葉でまとめてそれを共有するようにした。自分だけ

が分かれば良いわけではなく，みんなも要点が把握できるようにする必要があったのでそれを意識」，英語で

は「自分の意見を共有するという授業をかなりたくさん行っていて役割分担などもコミュニケーション英語

で行っていたので，議論の際に役立った」など議論を進めるୖでの言語㐠用についての言及がみられた。地

歴の「世界史の授業で，ある原子爆弾の開発者のࠗ研究者としての好奇心が勝って誰も開発を中止できなか

・発表する際のポスターやスライࢻの作り方は去年のㄢ題研究での数ᅇの発表を通して࿘りの㐩から྾したことをάかす

ことができた。 
・本ᙜに，ㄢ題研究が役に立ちました。それまでの自分がいかにど野の⊃い人間だったかを☜ㄆすることが⥲合の授業ででき

ました。また，どう資料を集めたらいいか，自分がḧしい情報をいかに᪩く・ṇ☜に持ってくることができるか，一人でㄢ題

研究を行なっている㌟としては一␒㊊していた力でもあり，この⥲合の時間を通して，一␒㌟についた力だと思います。 
・ಶ人で研究，‽備，発表までを行ったことがある，というアࢻバンテージは大きい。いࡊ発表となると，どんなに‽備した

つもりでも何かしら✰があるものだが，それを経㦂することにより，よりスムーࢬな発表‽備と本␒が行えた。 
・ㄢ題研究でアンケート調査を行ったことがあり，どのような㉁問をすればḧしいᅇ⟅を得られるかということを体㦂してい

たので，アンケート調査がしやすかった。 
・私は今までㄢ題研究にとても力を入れて取り組んできたため，その力を役立てることが出来たと感じている。例えば，資料

集めの際，私が今まで取り組んできたㄢ題研究のテーマは海外で┒んに研究が行われている分野であったため，英語で論文を

読む機会が多かった。そのため，今ᅇの探究において資料㊊でᝎんだ時も，英語で資料を調べる，という発想を得ることが

出来た。また，探究におけるࢢループの話し合いの場面でも，（ㄢ題研究は 3 人ࢢループで研究を行ってきたため）⌜ဨとの

༠調性を大切にしつつも，違うと感じた点は意見を㏙べるようにດめることが出来たと思う。 
・何かしら 1 つの⤖論を出さなくてはいけないのに一切方法が思いつかない!というときに，今まで文献調査にばかり頼ってし

まっていたけれども，今あるデータにも↔点をᙜてられるようになった。  
・ㄢ題研究で自ẅについて探究し，特に考察に関しては「ⱝ年ᒙにおける自ẅ」というࡩうに割り切ってはいたが，前ᥦ知識

を入れるẁ階でᖜᗈい年௦に関して調べていたため，自分たちのࢢループで議論にあがった際に積極的に発言したり，中間発

表では他のࢢループのアࢻバイスに役立てたりすることができた。 
・話し合いを進めていくうえで着地点を決める力，ᮍ知のㄢ題について話し合う力 
・探究ά動の議論の㐨➽を考えるときにㄢ題研究の経㦂は役に立った。去年は化学系の研究をしていて内容こそ違ったが，議

論の方をᛂ用しスムーࢬに進められたと思う。 
・議論するୖで，メンバーの知識のᘬき出しの多さに㦫いた。テーマ決めや観点出しの時は，自分㐩の発想がかなり大事だっ

た。「これは㸽あれは㸽」とどんどん話題がᗈげられたのは，たとえὸくてもᖜᗈく学んでいたことが役立ったからだと思う。  
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